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はじめに
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研究の背景

マネジメント能力の向上

Progress Report of the OECD Learning Framework 2030 (2017)より

ＯＥＣＤ
「ラーニングコンパス」
（ＬｅａｒｎｉｎｇＦｒａｍｅｗｏｒｋ２０３０ )

生徒エージェンシー
共同エージェンシー

の重要性



新学習指導要領とＦＤ

▰兵庫県商業教育協会研修
委員会のＦＤプログラム

4

強力な
FDプロ
グラム

主体的・
対話的で
深い学び

新しいテ
ィーチン

グ

大学で設
置義務

土持(2018) 「ＦＤとは継続的な改善 ～アメリカのＦＤの過去・現
在・未来～」,アルカディア学報（教育学術新聞掲載コラム）,No.631,
日本私立大学協会
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既存研究 「イノベーション教育」

地方創生イノベーション
スクールの実践と研究

https://innovativeschools.jp/



イノベーション教育
＝イノベーション人材育成

6
https://ischool.or.jp/

イノベーション人材に必要な要素
小村（2017）より引用



イノベーション教育
＝イノベーション人材育成

7
http://innovationclub.jp/

▰ 「未来創造型のスキルを身に
付けることがこれからの時代
を生きる上で欠かせない」

i.club「未来を創るイノベーションの教室」より



研究の流れ
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「ミラクルワードカード」



平成30年度（2018年8月）
アイデア創造の作法

9

２アイデア創造実践①



アイデア創造の作法

10

▰ 商品開発を行う際に持つべき心
構えや作法、動機付けを学ぶ

▰ 講師：一般社団法人i.club代表
理事小川悠氏

▰ 生徒47名、教員31名が参加

アイデア創造の“作法”

• アイデアを0から生み出し1にすることであり、ア

イデア創造の0→1（ゼロイチ）と呼ばれる



ミライを創るアイデアを創出するステップ

11

①（地域の）いいね！さ
がしをする

②（みつけた地域資源に対して、
人々が持っている行動・習慣・
価値観の）先入観をみつける

③（人々の行動・習慣・価
値観の）起こしたい変化を
考える

④（起こしたい変化を実現
するためのアイデアを）類
似思考で発想する

⑤（人々の行動・習慣・価
値観の）変化の場面を確
かめる

未来をつくるアイデアを伝
える

未来・アイデア・アイデアを
つくるアイデアの3項目で評
価する



令和2年度（2020年12月）
ミラクルワードカード体験
ワークショップ
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２アイデア創造実践②
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参加生徒アンケート
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参加教員アンケート
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平成30年度（2019年2月）
第1回イノベーション・ワークショップ

22

３イノベーション教育実践①



イノベーション・ワークショップ

23

研修

委員会

商業高
校生

甲南
大学

東洋水
産株式
会社

コーデ
ィネー
ター

県立/市立/

私立27名

大学生11名i.clubディレ
クター

商品開発担当他

5名

１・ミライをつくるアイデアを出すための
作法（原則、手順）を理解する

２・企業から出されるテーマにおける、ミ
ライをつくるアイデアをだすことに挑み、
ミライをつくるアイデアをだすために大
切な３つの心を理解する

ワークショップの教育ゴール



イノベーション・ワークショップ

24

▰ プログラム １部
• ミライをつくるアイデアって︖︕

２部
• ミライをつくる練習をしよう︕

３部
• ミライをつくる起こしたい変化を創造しよう︕

４部
• ミライをつくるアイデアを創造しよう︕

５部
• ミライをつくるアイデアを発表しよう︕



イノベーション・ワークショップ
（午前）

25

▰ グループワーク ▰ スキットの演習 ▰ カップ麺試食

大学
生

高校
生（県
立）

高校
生（市
立）

高校
生（私
立）

チーム編成 東洋水産株式会社から提供



イノベーション・ワークショップ
（午後）
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▰ 東洋水産株式会社商品
開発担当田淵からの講
義とインタビュー

▰ カップ麺の新しいミラ
イを創造する

▰ 企業担当者やディレク
ターによるアドバイス
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イノベーション・ワークショップ

30

協調学
習

新しいミ
ライの
創造

省察



イノベーション・ワークショップアンケート
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イノベーション・ワークショップアンケート

32

• 今では、自分で何か変える
ことができる「ミライ」がある
のではないかと思える。

• 自分のアイデアを出すだけ
でなく、発信するところまで
体験することで、商品開発
の楽しさに気づいた。

• グループワークでは、どん
どんアイデアが湧いてきて
自分に自信がついた。アイ
デアの出し方を学ぶことで、
考え方が変わった。

生徒の感想



令和元年度（2020年2月）
第2回イノベーション・ワークショップ

33

３イノベーション教育実践②
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http://innovationclub.jp/news/report/806/

高校生、甲南大学の学生が計34名
が参加

「寒天の未来をつくるアイデア」
に挑戦

パートナー企業
寒天で国内シェア8割を占める
伊那食品工業さま



企業様から自社における商品開発に
ついてのご説明

企業様の商品を試食 グループでアイデア創造

アイデアプレゼンテーション イノベーションワークシート 企業様からのご講評
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「未来をつくるアイデア
を出す作法や心構えを
学ぶと同時に、寒天の
可能性を存分に感じる
ことができた」
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2回の研修からの課題

38

モチベー

ション

•より良い社会にしたい

•自分の価値観にあった

もので世の中を満たし

たい など

マインド

セット

•アイデアを創造すること

が楽しい

•新しいことに可能性を感

じリスクがあってもチャ

レンジする

•批判を気にしない

スキルセ

ット

•知識・スキル

•協働のスキル

人材

イノベーション

i.school「イノベーション人材に必要な3つの要素」

→効果あり
作法習得

→効果あり
ワークショップが
成功体験に

→短時間では効果が得
られない
プログラムが継続でき
るしくみが必要



令和3年度（2021年7月・11月）
第3回イノベーション・ワークショップ
→チャレンジ・ワークショップ

39

３イノベーション教育実践③



事前学習
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スーパーの売り場を観察・調査

・練り製品売場に売られているもの
・練り製品の価格相場
・カネテツ商品について
・競合商品について



1回目 チャレンジ・ワークショップ

41

研修の概要

参加 者：生徒25名(県立、市立、私立高校生)、大学生6名

教 員 ：10名

日 時：令和３年 ７月１７日（土）１０：００～１６：３０

場 所：カネテツデリカフーズ株式会社 本社 会議室
（〒658-0033 神戸市東灘区向洋町西５丁目８）

講師・プログラムコーディネーター：一般社団法人 i.club ディレクター
神田大樹 様

協力企業：カネテツデリカフーズ株式会社



研修の様子

42

講義

練り物について現状の把握

イノベーションとは
新しい価値観・行動・習慣をつくること



研修の様子

43

ワークショップ

各チームに大学生が1名入り高校生をサポート

練り物の現状把握

スキット（寸劇）を用いたプレゼンテーション



11月13日のプレゼン大会に向けて

44

試作会

カネテツ様からいただいたすり身で
考えた商品を実際に作ってみました。

成形がうまくできない。
思っていた味にならない。
商品の方向性が曖昧になった。
など、問題点が浮き彫りに。

すると・・・



11月13日のプレゼン大会に向けて

45

てっちゃん工房での体験

実際のちくわ・かまぼこ作りを体験し、ヒントを得ました。
また、問題点について高原泰彦様に質問をし、改善策を考えました。



11月13日のプレゼン大会に向けて

46

試作会リベンジ

学校に帰ってきてすぐに
改善策を実践してみました。



2回目 チャレンジ・ワークショップ

47

研修の概要

参加 者：生徒25名(県立、市立、私立高校生)、大学生6名

教 員 ：10名

日 時：令和３年１１月１３日（土）１０：００～１６：３０

場 所：カネテツデリカフーズ株式会社 本社 会議室
（〒658-0033 神戸市東灘区向洋町西５丁目８）

講師・プログラムコーディネーター：一般社団法人 i.club ディレクター
神田大樹 様

協力企業：カネテツデリカフーズ株式会社



2回目 チャレンジ・ワークショップ

48

ICTを活用して資料作成



2回目 チャレンジ・ワークショップ

49

カネテツ様にプレゼンテーション
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プレゼンの結果

51

カネテツ社長賞
小野高校「鱈いま！」

カネテツアイデア賞
神戸星城高校「気まずくて美味しいからあげ」

イノチャレ！賞
神戸商業高校「“ギョッ”っとするデザート」



研修の成果①

52
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イノベーションにチャレンジすることについて

非常にそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない 全くそう思わない

1-1イノベーションにチャレン
ジすることは、大切だ

1-2イノベーションにチャレン
ジすることは、好きだ

1-3イノベーションにチャレン
ジすることに、自信がある

1-4イノベーションにチャレン
ジすることは、上達できる

1-5イノベーションにチャレン
ジすることに、今後も挑戦し
たい
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研修の成果②
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ワークショップ・テーマについて

非常にそう思う そう思う どちらともいえない そう思わない 全くそう思わない

2-1練り物の魅力を理解して
いる

2-2練り物の課題を理解して
いる

2-3練り物に対して、興味が
ある

2-4練り物に、可能性を感じて
いる

2-5練り物の未来をつくるこ
とに、今後も挑戦したい

+74

%

+74

%

+71

%

+77

%

+71

%



・アイデアはいきなり考えるのではなく、今までの価値観などをもとに考え、PDCAで改善する

・イノベーションはまず未来をどうしたいかを考えることが大切で、人々の価値観を変えると知った。

・商品に差がなければプロモーションで差別化するということ。

・幅広い世代に受ける商品を作ることが大切。年齢層の広がりを意識する。

・提案するときに他の似ているものと何が違うのかと問われることが印象に残った。

・スキットが楽しかった。劇で伝える方が分かりやすく、自分たちの理解も深まる。

・プログラムを受ける前よりも自分に自信が持てた。

研修の成果③



令和元年度（2019年7月）
学習と評価が一体化した

ＩＣＥモデル

55

４評価に関する研修



学習と評価が一体化したＩＣＥモデル

56京都情報大学院大学副学長、主体的学び研究所顧問 土持ゲーリー法一先生



Ideas

考え

Connection

s

つながり Extensions

応用

（Ｉ）基礎、事実、個々のス

キルなど、一つひとつ
のアイデアの理解

（Ｅ）知っていることから今までにない状況

を推定する／結果を予測したり、仮定
する／学んだことの意味合いを理解す
る／仮説を立てる／新しい課題に対応
する

（Ｃ）自分の知っていることと新

しいアイデアを関連づける
／２つ以上あるいは別々の
アイデアをつなげて理解す
ることができる

ICEモデル歯車

57
兵庫県商業教育協会・研修資料より



ICEルーブリック（例）

58

評価項目/

評価領域

Ideas

（基本的な知識）

Connections

（つながり、関連づけ）

Extensions

（分析、予測、推論）

トースターの正常
に機能していない

すべての要素を特
定できてい
る。

トースターのどの部
分が機能していない
かを示し、それらの
パーツがまだ作動し
ているメカニズムに
どのように影響して
いるかを関連づけが
できている。

どの部分が壊れてい
るかを指摘し、それ
らがまだ機能してい
るパーツにどのよう
に影響しているかを
示し、さらに、トー
スターをどうしたら
修理できるか、そし
て将来の機能不全を
防ぐためにはどうし

たらよいかを予測
できている。

課題 「壊れたトースター」について調べて、自分の意見を述べよ

問題解
決・発見
力

兵庫県商業教育協会・研修資料より



ＩＣＥモデル ワークショップ

59

マーケティング戦略をICEで考える

～〇〇を中心に～
(注：想定する企業や業界、商品等は各グループで調整する）



評価項目／
評価領域

Ideas
（基本的な考え)

Connections
（つながり、関連づけ）

Extentions
（可能性、展望、意欲）

マーケティング戦略のＩＣＥルーブリック

〇〇〇についてのＩＣＥルーブリック

バックワードデザイン
① E領域の評価基準を考える
② ICE動詞の中から、最も適当な動詞を探す
③ C領域そしてI領域の順にデザイン



61
出典 ICE(Wilson, 1999; Fostaty Young & Wilson, 2000)

Extension
s

Connect
ions

Ideas

兵庫県商業教育協会・研修資料より

定義する 引用する 列挙する 分
類する 模倣する 特定する 暗唱
する 計算する 報告する 反復す
る 模写する

適用する 適合する 比較する
変換する 区別する 関係づける
分化する 統合する 解釈する
体系づける 格付ける

分析する 予期する 批評す
る 防御する 新しい状況を
推定する 仮定する 推論す
る

ＩＣＥ動詞（参考）



グループワーク

62



評価項目／
評価領域

Ideas
（基本的な考え)

Connections
（つながり、関連づけ）

Extentions
（可能性、展望、意欲）

批判的思考 Ｐａｙ決済の種類やター
ゲット、用途を定義でき
ている。
日本人の思考の特性
や思想を特定する。
Ｐａｙ決済の問題点を列
挙する。

SWOT、ＰＰＭ、ＰＥＳＴ
などのマーケティング
分析ツールを使用し、
Pay決済を比較する。
Ｐａｙ決済の問題点と日
本人の思考を関係づ
ける。
過去の事例(マイレー
ジやポイントカード等）
の淘汰例と関係づける。

Pay決済の種類や用途、
使用するターゲットを
具体的にあげ、マーケ
ティングの分析ツール
を用いて分類･比較す
る。さらに、過去の類
似例を検証し、日本人
の文化的な思考の観
点から考察し、今後の
Pay市場の未来を予測
する。

マーケティング戦略のＩＣＥルーブリック

電子決済（○○Ｐａｙ）についての批判的思考ＩＣＥルーブリック

Aグループ



評価項目／
評価領域

Ideas
（基本的な考え)

Connections
（つながり、関連づけ）

Extentions
（可能性、展望、意欲）

チームで課
題発見する
力

USJの売上を計算する
顧客満足度を数値化
する。
売上を伸ばすための
課題を指摘する。
土産・飲食での売上、
アトラクション、顧客が
お金を使う場所を特定
する。

他のテーマパークの売
上を格付ける。
一人当たりの待ち時間
とその過ごし方を調査
する。
他のテーマパークと比
較し、売上やアトラクシ
ョン、コラボの傾向を体
系付ける。

トラブルやリスクを予測
できている。
現状の問題点を指摘し、
競合企業の動向を分
析した上で、新アトラク
ションの戦略や経営の
改善策など、新たな提
案とその効果について
予測できている。

マーケティング戦略のＩＣＥルーブリック

ＵＳＪのマーケティング戦略についてのＩＣＥルーブリック

Bグループ



評価項目／
評価領域

Ideas
（基本的な考え)

Connections
（つながり、関連づけ）

Extentions
（可能性、展望、意欲）

問題解決 女性や高齢者へのキ
ャッシュレス化が遅れ
ていることが特定でき
る。

諸外国に比べ、女性の
就業率が低いこと、自
由に使えるお金が少な
いなどの原因について
考察する。

女性や高齢者へのキ
ャッシュレス化を浸透さ
せるにはどのようにし
たらよいか、新しいサ
ービスを提案する。
同時に、起こりうるリス
クを予測できる。

マーケティング戦略のＩＣＥルーブリック

女性・高齢者へのキャッシュレス化の浸透についてのＩＣＥルーブリック

Cグループ



評価項目／
評価領域

Ideas
（基本的な考え)

Connections
（つながり、関連づけ）

Extentions
（可能性、展望、意欲）

問題解決
発見力

キャッシュレス化の現
状を他国との差などに
ついて把握する。

キャッシュレス化の長
所・短所について考察
する。
現金とキャッシュレス
化を比較する。

キャッシュレス化を導
入することによって、レ
ジの回転が速くなる、
現金の計算間違いが
なくなるなど店側の利
点を予測する。
不正利用に関する予
防策を推測することが
できる。

マーケティング戦略のＩＣＥルーブリック

キャッシュレス化についてのＩＣＥルーブリック

Dグループ



ＩＣＥモデル アンケート

67



自校での展開事例

68

５



本校での授業実践－商品開発－

69

スキットを使ったプレゼンテーション百貨店連携による商品開発

全121件の応募の中から
１次審査（書類審査）通過
＜16件＞

令和 年度起業家教育プログラム実施校



本校での授業実践
－課題研究〔地域イノベーション講座〕－

70

地域連携イベントの実施 多数

生徒研究発表
最優秀賞・優秀賞

全国summit出場
地域特別賞

関西SDGｓプラットフォーム ユースアクション優秀賞

全国高校生マイプロジェクトアワード



本校での取り組み紹介－ICEモデル視察－

71

熊本県立熊本第二高等学校視察 （2021年12月）



本校での取り組み紹介
－グランドデザイン－

72



おわりに

73

６



研修の成果と今後の展望

74

イノベーション教育

（成果）

イノベーション・ワーク
ショッププログラムの

パッケージ化

チャレンジ・ワークショッ
プ実施による各校への
イノベーション教育の普

及・定着

学習と評価の

一体化（成果）

商業科目における

ICEモデルのケースス
タディ

各校での活用

• パフォーマンス課題で評価な
ど

FD研修の強化

（課題）

大学からの学び

• 学習と評価についての知見

実務（企業）からの学び

• 外部講師招聘など

分野横断的な研修

• 共通する課題を解決するため



75

ご清聴ありがとうございました。


